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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　３月　11日　(水)　　　
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	小向
	佐々木
	スバベイ
	相馬
	上野
	清川
	中野
	藤田
	橘
	阿部
	

	
	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	

	公休
	準夜
	CD留守
	公休
	深夜
	CD留守
	準夜
	○
	欠勤
	○

	相間野
	本川
	川守田
	玉木
	田ノ上
	沢上
	福士
	高橋
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	○
	○
	公休
	年休
	公休
	CD留守
	深夜
	○
	公休

	石岡
	貝吹
	吉田
	和田
	油津
	諏訪
	盛田
	前田
	天間
	田中
	

	Ａ留守
	産休
	公休
	準夜
	洗濯
	○
	業務
	公休
	学校
	業務
	

	板橋
	

	欠勤
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・日清スタッフより「ノロウイルス」が出ています。手洗い等、感染対策・予防をしっかりと行いましょう。

・本日夕食から、ノロウイルス感染患者様以外は通常の食器に戻ります。

　今後、検査等で新たに出た場合は、栄養まで連絡して下さい。

・ベッドコントロールで、101号室に住吉　鉄男様転入を予定しています。

・口腔衛生状況評価表　3月分評価を27日までに実施。評価後、相馬Nsのファイルまで入れて下さい。

・3/23、24開催の院内研修の出欠を16日までに必ず入力するようにして下さい。

・今月の食事サービス委員会は3/25(水)　15：30～の開催となります。

・田中　豊三様～３/９(月)の日中から排便なし。明日まで様子をみて、なければ浣腸、便検査実施予定となっています。

＜定期変更者＞

　田中　豊三様、丸屋　庄司様～定期止めとなっています。

田中様は臨時薬で対応中。

丸屋様は3/12の血糖測定結果後調整予定。

　橋本　万　様～リスペリドン(1)　1T　朝　止め（夕はそのまま）

　　　　　　　　ロナセン　 （4） 1T　朝　追加

＜皮膚科変更者＞

　山内　公博様　オイラックスH　→　デルモゾールＧへ（湿疹悪化の為）

　

　西沢　正　様　タベジール　2T　２×１　本日夕～　7日分　（掻痒感ある為）

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

荒屋敷チエ様～午前は自室で過ごしていること多い様子ですが、午後はホールに出てきて

他者と交流見られています。状態により無理せずにプログラム参加してい

ただきましょう。

田村　耕一様～不機嫌さなくプログラム参加しています。呂律不良さあり、表情の冴えな

さみられます。プログラム中は立ち歩くことなく座って参加できています。

引き続き状態を観察していきます。

坂本　たみ様～集団プログラムに参加しています。ゆっくりですが、内容を理解して活動

できています。話し掛けに表情良く返答されています。活動性を維持でき

るように声掛け・介入していきましょう。

古川　徳一様～下肢の拘縮予防のため、関節可動域維持を図っていきます。本人に介入す

る際に他動運動行って下さい。

1． 関節可動域維持訓練

　　　　関節の動く範囲の可動域を1日3～5回（それぞれ2～3回ずつ）

　　　　※　ゆっくりと愛護的に行うことが原則

1 股関節の屈曲・伸展

2 膝関節の屈曲・伸展


3 股関節の外転・内転

　④ 股関節の外旋・内旋

2. 　関節可動域増大訓練

　　　　拘縮している筋には、ゆっくりと伸張運動を行い、その状態を数秒間

（５秒くらい）維持する。1日3～5回（それぞれ1回）

　　　　※　痛みがわずかにでるところで止める

1 股関節伸展

2 膝関節伸展

3 足関節背屈（足の甲をそらす）

＊日勤帯のおむつ交換時に実施していく

＜田名部Ｄｒ担当患者様状況報告＞

・荒屋敷　チエ様～田名部Ｄｒ宛てに弟様より郵便にて、弟様が付き添いをし、整形外科を受診したいと申し出があったとの事。今後弟様へ連絡をし、日程調整・予約をしていく。

　　　　　　　　　日中はまだ声掛け要す部分があるが、以前よりは介入頻度は減ってきている。　　　　　　　　　

・山下　ヨシ　様～バイタル異常はなく、朝食1/2、昼食1/2以上摂取できている。

　　　　　　　　　経過をみていく事とする。

・田村　耕一　様～歩行、他者への威嚇、同じ事を繰り返し言う、という事は続いている。

　　　　　　　　　内服にて調整中。トラブルに注意する。

＜褥瘡予防評価・検討＞

委員会であげている患者様

・北山　和子様～以前に褥瘡があった患者様。体動可、リスクは軽度

・永洞　恭子様～車椅子使用、体動不可、リスク中度

・中野　英男様～以前に褥瘡があった患者様。車椅子使用。体動ほぼ不可、リスク軽度

・見付　喜久様～体動不可、痩せ型　リスク中度

・古川　徳一様～体動不可、リスク中度

病棟側で気になる患者様

・大沢　とくゑ様～体動不可、両下肢浮腫あり

・上村　昭悟郎様～糖尿病あり、皮膚状態悪化傾向あり

＜平成20年度年間担当業務報告＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者：三和　　　　　　　　記載者：三和

＜担当業務＞

義歯管理

＜業務内容＞

· 毎月義歯状況の見直し

· 転入等があったら義歯にネームの有無の確認と依頼（担当Or家族への連絡）

・A～Dユニットの患者様の義歯の状態等の一覧表の作成と更新

＜下半期報告＞

・前担当者からの引継ぎ後、口腔ケア担当スタッフと相談し、義歯の有無、種類等、ネームの有無を確認し、一覧表の作成に取り掛かった。しかし、現段階において現場での反映・周知までに至っていない。

・口腔ケアと実施内容が重なる部分がある為、今後連携が必要な部分が出てくるとの話しまでは出たが、具体的な部分まで設定出来ていない。

＜上半期から下半期への改善点＞

· A~Dユニットの患者様の義歯の有無を周知・徹底

→口腔ケアと合同作業を実施。一覧表の作成

· 義歯洗浄に付いて明確な洗浄方法（何時何処の勤務帯で誰が行うか等）

→食後毎回歯ブラシを用いて洗浄。他週1回準夜勤にて洗浄薬を使用し実施している。

　洗浄薬に関しては、義歯使用患者様のご家族へ連絡し準備してもらっている

· 預かり義歯の保管場所の統一

→口腔ケア用品カゴの下段に各自容器を用意し保管。

＜来年度担当者への申し送り事項＞

・義歯管理（ネーム・保管・洗浄法等）全体の業務の定期的な見直し。
・口腔ケアの担当との連携

・使用物品の準備方法、義歯管理に関しての周知・徹底

仰向けで股・膝関節同時に屈曲・伸展する。





股・膝関節を90度に曲げた状態で動かす。





つま先を内側・外側に向けるように（脚をねじるように）動かす。








